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令和元年７月１日(月) ７月 朝会  校長の話 

  ６月の目標は「すすんで学習に取り組もう」でした。みなさん

はすすんで学習に取り組めましたか。６月の学習でどんなことを

がんばったでしょうか。今日は３年生の３人の人に聞いてみまし

ょう。（３人を指名）３人とも素晴らしい発表でしたね。大きな拍

手をお願いします。 

みなさんの６月の学習、どうでしたか。「すすんで

学習ができたでしょうか。」自分の学習について、振

り返ってみてください。 

さて、今日からいよいよ７月です。７月の目標は「落ち着いた生活をしよう」で

す。今、梅雨に入って雨も多く、お天気が悪い日が続き、落ち着いた生活ができてい

ないのではないでしょうか。そんな時こそ、雨が大好きな動物のことを思い出して、

落ち着いた生活を送りましょう。 

雨が大好きな動物、みなさん分かりますか。そう「カエル」です。それも３匹います。 

一匹目のカエルの名前は「かんがえる（考える）」です。「かんがえる」は授業を

集中して受けたり、たくさん発表したりすると、どんどん大きくなっていきます。

でも、授業に集中しないで、手いたずらやおしゃべりをしていると、「かんがえる」

はどんどん小さくなってしまいます。まわりに危ないことがないか「かんがえる」、

ほか人の心を傷つけてしまわないか「かんがえる」、そんなことがで

きる人の「かんがえる」も、どんどん大きくなりますね。 

二匹目のカエルの名前は「切りかえる」です。みなさんは休み時間から授業や活

動の時間になった時、どうしますか。そう、気持ちを切り替えて次の活動に取り組

みますね。でも、それに気づかない友達がいたらどうしますか。「もう時間だよ。」

「授業が始まるよ」「おしゃべりはもうやめようよ。」そう呼びかけましょう。そうやって気持ちを

切り替えられる人の「切りかえる」はどんどん大きくなります。でも、まわりが見えずに、いつま

でも自分勝手なことをしている人の「切りかえる」は、どんどん小さくなっていきます。 

三匹目のカエルの名前は「振りかえる」です。授業やいろいろな活動で、先生から何度も同じこ

とを注意される人はいませんか。同じ失敗を繰り返す人には、振り返る力が足りません。どうして

失敗してしまったのか、きちんと振り返ることで、同じ失敗をしないようになるのです。それがで

きる人の「振りかえる」はどんどん大きくなります。でも、同じことを何度も注意される人の「ふ

りかえる」は、どんどん小さくなっていきます。 

 この３つのカエルには、似たところがあります。それは、先生や友達が育ててくれるのではなく、

自分で心の中に育てていくものなのです。「かんがえる」「切りかえる」「振りかえる」の３匹のカエ

ルをしっかり育てて、落ち着いた生活を送りましょう。 

明るく 正しく 強く 

学校教育目標  



本物にふれる 

～ラグビー選手訪問～ 

 ９月に開幕するラグビーワールドカップ（Ｗ杯）に向け

て、静岡県は５月から、ラグビー学習の重点校に指定する小

中学校でトップリーグのヤマハ発動機ジュビロの選手を派

遣する授業を開始しています。選手の派遣や教本の配布を

通じ、競技への理解や関心の浸透を図るのが目的です。 

本校でも６月４日、ヤマハ発動機ジュビロの３選手、マロ

選手、石塚選手、吉沢選手に来ていただき、タックルやキッ

ク体験を通してラグビーに親しみました。 

 

～環境わごん～ 

 本田技研工業の皆様が来てくださり「環境わごん」を行いました。

（低学年６月 13 日、高学年６月 20日）環境わごんは、丸太や木の

実、石ころをワゴン車に積み込んで、子どもたちのもとを訪れる

出前型の環境プログラムです。自然素材を手に見たり、触ったり

と五感をめいっぱい使って、自然についての知識を吸収しものづ

くりに挑戦しました。 

 

～昆虫教室～ 

 竜洋昆虫公園の北野さんを招き、３年生で昆虫教室を行いま

した。クイズを交えて、楽しく昆虫について教えていただきま

した。６種類の「虫」の足を数えて「昆虫」

を見つける活動では、実際に触り、手に乗せ

足の数を楽しそうに数えました。今後７月に

は理科の授業でさらに詳しく学習していく

予定です。 

はまぼう学府情報 

 今年は豊浜小でやりました！ 学府合同水泳練習 

 今年で最後の大会となる磐田市水泳競技大会に向けて練習に熱が入

っています。そのさなか、120 人を超える福田小６年生児童が豊浜小に

来て合同練習を行いました。普段は、25 人という少人数で練習を行って

いますが、この時ばかりはプールが子どもたちで埋め尽くされました。

お互いの刺激を受けて、もっと上手に速く泳ぎたいという気持ちをもつ

ことができました。 

【子どもたちの感想】 

 ・福田小との交流で、ぼくよりも背泳ぎが速い人がいました。ぼくは、その人に勝ちたいので課

外をもっと真剣にやります。今回の交流で福田中に行くのが楽しみになりました。  

 ・福田小の人がたくさんいて最初はとても緊張した。でも会場は、もっとたくさんの人がいると

思うから福田小の子と泳げてよかった。 

 ・福田小の人たちは速い人がいっぱいいて、それを見て勉強になった。 


